
多治見市立精華小学校で4年生社会科の授業を支援しました

令和6年9月24日（火）に多治見市立精華小学校４年生４クラスを対象に、社会科の自然災害を学ぶ
授業の支援を行いました。授業では、副読本「土岐川・庄内川の流域治水_中流域編」から先生が抜

粋した資料を活用し、各授業の問いに対して児童たちが気づいたことを発表しました。、また、事務所
職員が、「精華小学校のまわりで浸水被害がおこった場合に危険な場所」等について話を行い、水害
時の行動や備えの必要性などを伝えました。

授業の流れ
（４年生社会科「自然災害からくらしを守る」）

副読本に掲載の画像を先生自身で抜粋して活用

問
い

多治見市ではどんな自然災害が起こ
りうるだろう

活
用
資
料

・土岐川・庄内川の流域イメージ図
・多治見市の地形鳥瞰図（盆地の低い
範囲＝市街地）
・内水はんらんについて

実
施
内
容

・問いに対して、様々な災害が起こり
うることを発表したうえで、なぜその
ような災害（主に水害）が起こりうる
のか、資料から気づいたことをシート
に整理、発表
・まとめ と 事務所職員からの話

問
い

多治見市ではどんな水害があったの
だろう

活
用
資
料

・平成23年豪雨の雨量・雨量レーダ図
（令和6年の大雨時との比較）
・平成23年豪雨の多治見市内の浸水
域・被災写真

実
施
内
容

・問いに対して、資料から気づいたこ
とをシートに整理、発表
・まとめ と 事務所職員からの話

4年1組の授業

4年２組、３組、４組の授業

副読本から抜粋した資料を記載用シートに活用 写真を拡大して新たな気付きを得ていました

地形や浸水したときの注意点をCG等で説明


